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*本研究は 2018 年度昭和女子大学現代ビジネス研究所の助成を受けたものである。共同研究員として次
の昭和女子大学学部生が参加した。古閑光子（生活科学部健康デザイン学科 3 年）、Shen Yuwei（人間
社会学部福祉社会学科 3 年）、吉田奈央（人間社会学部福祉社会学科 2 年） 
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2 筆者の 2016 年度、2017 年度昭和女子大学現代ビジネス研究所助成金採択プロジェクトにて実施し
た。仮説は、以下の通りである。仮説Ａ「性役割意識」と「社会貢献意識」に相関性はない。仮説Ｂ
「性役割意識」-「働きやすさ」-「働きがい」-「社会貢献意識」の関係において、次の a～c は、すべて
相関性はない。a.性役割意識-働きやすさ b.働きやすさ-働きがい c.働きがい-社会貢献意識。2016 年度
は、経済産業省が優れたソーシャルビジネスの事業例として選定した 55 の事業組織に就労する女性就
労者を対象にアンケート用紙を各団体に 2016 年 12 月に郵送して回答を依頼、11 事業団体 113 名から
回答を得た。団体からの回収率は 20%、有効回答は 106 名（平均年齢 47.6 才±4.10）であった。2017
年度は、2017 年 12 月に昭和女子大学の大学院または学部に所属する女子学生を対象に一般教育科目履
修者に講義の一部で担当教員の協力を得て実施した。有効回答者は 494 名（平均年齢 19.5 才±0.25、当





3 仮説Ａは相関性が認められず(本学-0.094,55 選団体-0.087)、仮説Ｂは b.(働きやすさ-働きがい)は弱い
相関あり(本学 0.433,55 選団体 0.417)、c.(働きがい-社会貢献)はやや相関あるものの(本学 0.206,55 選団
体 0.367)、a.(働きやすさ-性役割意識)は、相関が認められなかった(本学 0.186,55 選団体-0.083) 。女性
の職場での施策決定への参画が性役割意識と相関が認められず(本学-0.033,55 選団体 0.132)、働きやす
さに対しては 55 選団体のみやや弱い相関が認められた (0.388)ことによりこのような結論に至った。相
関係数における相関の強さは、0.2＜|ｒ|≦0.4 は弱い相関あり、0.4＜|ｒ|≦0.7 はやや相関あり、0.7
＜|ｒ|＜1.0 はかなり強い相関あり、1.0 または-1.0 は完全な相関を示す。 
回答形式 選択肢
分類 番号
1 将来職場の方針や施策決定に参加したいですか、したくないですか? 多項選択 4
5 日本の職場は働きやすいと思いますか、働きにくいと思いますか? 多項選択 4
8 日本の職場は、やりがいがあると思いますか、ないと思いますか? 多項選択 4
13 あなたは、「男性は外で働き、女性は家庭を守るべき」と思いますか、思いませんか? 多項選択 5
16 あなたは、社会のために役立つことをしたいと思いますか、思いませんか? 多項選択 4



















2. 先行研究 4 
2.1. SB 研究における女性の位置付けと内面の研究 
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2.2. 女性による SB の実態 





























                                                   
6 経済活性化が目的、手段は SB ならば、社会問題に敏感であるはずの社会貢献活動が、社会問題の一
つでもある様々な女性の生きづらさをむしろ固定して、更に増進してしまうという逆説をはらむであろ
う。 


























答を得た（平均年齢 20.1 才±0.54）7。設問と回答状況は表 2 の通りである。1 つの設問
の回答箇所は、縦 6.5cmx 横 18cm の空欄である。1 つの設問に対して女子学生は思いつ
いた順に最大 3 つまで回答するので、3 つの空欄（スロット）を設定、回答者は 1 スロッ
ト縦約 2.2cmx 横 18cm の空欄に最大 3 スロット分記載できる。回答者が 96 名なので、
288 スロットがこのアンケートの 1 設問当たりの回答上限枠となり（3 スロット x96 名）、
合計 4 問なので、回答全体の上限枠は 1,152 スロット（288 スロット x4 問）となる。 
                                                   
7 4 つの記述式設問と年齢、学年、所属学科を多項目選択式で問う内容で構成されている。3 名の共同研
究員チームでアンケート調査を行った。実施日・実施場所は、2018 年 12 月 17 日 15 時～17 時、18 日
17 時～18 時の 2 回、前者は本学 8 号館 1 階学生ホール、後者は本学カフェテリアのソフィアにて無作
為に行った。 
昭和女子大学現代ビジネス研究所 2018 年度紀要 
＜研究ノート＞ 
7 

















3.3. 分析方法 8 









                                                   
8 以降の図表で出所記載がない場合、情報は KH Coder から出力された図表を示す。 














設問 回答スロット 1 2 3 計
最大スロット 96 96 96 288
回答数 96 81 62 239
回答率 100.0% 84.4% 64.6% 83.0%
最大スロット 96 96 96 288
回答数 96 78 56 230
回答率 100.0% 81.3% 58.3% 79.9%
最大スロット 96 96 96 288
回答数 91 58 39 188
回答率 94.8% 60.4% 40.6% 65.3%
最大スロット 96 96 96 288
回答数 94 74 53 221
回答率 97.9% 77.1% 55.2% 76.7%
総スロット 384 384 384 1,152
回答数 377 291 210 878































テキストデータファイルから 96 名の全設問への回答 878 スロット（表 2 参照、スロッ
ト回答率 76.2%）に記述された単語・語句数を KH Coder より抽出した。総抽出語数（テ
キストデータすべての語の延べ数）は 5,910(内使用数 3,049)、異なり語数（テキストデー
タに何種類の語が含まれるかを示す数）は 1,066（内使用数 848)、出現回数平均は 3.6、出
現回数の標準偏差は 7.96 であった。頻出語上位 150 語は表 3 に示した通りである 10。 
表 3 の最左端列「仕事」から「充実」までの上位 25 位の語彙は、メディアや学術研究
で取上げる家事や育児に関する馴染みの語彙が並ぶ。以降下位は、これらの語彙の各論の
語彙が主である。 








抽出語 回数 抽出語 回数 抽出語 回数 抽出語 回数 抽出語 回数 抽出語 回数
仕事 54 人間 17 男 11 家族 7 今 5 主婦 4
自分 54 楽しい 16 取り組む 10 活 7 参加 5 助ける 4
女性 49 興味 16 周り 10 産休 7 思いやり 5 笑顔 4
社会 48 好き 16 将来 10 残業 7 就 5 上司 4
働く 48 職場 16 理解 10 助け合う 7 出る 5 人生 4
家事 42 性 16 アルバイト 9 進出 7 出産 5 制度 4
思う 36 大学 16 意欲 9 相手 7 性別 5 尊重 4
環境 33 働きがい 16 会社 9 地域 7 成長 5 旦那 4
人 33 育休 15 感謝 9 満足 7 知識 5 知る 4
貢献 32 学習 15 協力 9 優しい 7 得る 5 仲 4
関係 30 給料 15 差別 9 言葉 6 良好 5 仲良し 4
役割 28 子育て 15 産む 9 行う 6 力仕事 5 評価 4
子ども 24 感じる 14 趣味 9 授業 6 話す 5 雰囲気 4
男女 23 夫婦 14 勉強 9 就職 6 やる気 4 聞く 4
生活 22 平等 14 役に立つ 9 他人 6 イメージ 4 保育 4
家庭 20 ワーク 13 両立 9 友達 6 モチベーション 4 目標 4
男性 20 持つ 13 学ぶ 8 それぞれ 5 育 4 問題 4
分担 20 お互い 12 企業 8 サークル 5 育てる 4 役職 4
良い 20 バランス 12 考え 8 学生 5 外 4 様々 4
お金 18 厚生 12 収入 8 活動 5 気持ち 4 旅行 4
ボランティア 18 女 12 達成 8 関わる 5 金 4 ありがとう 3
育児 18 福利 12 分野 8 頑張る 5 幸せ 4 コミュニケーション 3
結婚 18 友人 12 理想 8 休み 5 考える 4 バイト 3
時間 17 ライフ 11 安定 7 経験 5 妻 4 ブラック 3
充実 17 共働き 11 家 7 高い 5 思える 4 安心 3
表3 頻出語上位150語一覧




4.2 2 次元散布図の特徴 
図 2 は、各設問への回答結果を同時布置した 2 次元散布図である。 
台風の目（原点(0, 0)付近）と目を取り巻く雲の様な布置である。回答に表出する頻度の
多さに応じて語彙を囲む円が大きくなる（図 2 Frequency、後述の共起ネットワーク図も
同様）。設問 3 と設問 4 は左右位置（図中の赤線四角形の左右位置関係）で近接している










共起ネットワーク図で分析する語彙は、最小出現数 5、かつ頻出上位 60 語を抽出条件と
し、設問毎＝作業仮説毎に KH Coder から共起ネットワーク図を出力した。図中の
Subgraph の通り、共起関係を有する語彙群毎に自動的にグループ分け（同時に識別色分
け）される。語彙間に共起関係を有する場合は語彙間を直線で結び、その直線の線種で共
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11 点線→細実線→太実線の順で共起関係が強くなる。この強度を数値で示した Jaccard 係数の解釈は注
12 を参照。 
12 Jaccard 係数の解釈は、≧0.1 関連がある、≧0.2 強い関連がある、≧0.3 とても強い関連がある、を
示す。 
13 紙面の都合上、各中心性の個別の共起ネットワーク図の記載は省略、当該図から各中心性の特徴を比
較した表 4 を本文に記載した。ネットワーク情報は N, E, D の数値表記となる。N は Node でネットワ






















る語彙は見当たらない。更に、表 4 の共起ネットワークの 3 つの中心性の指標も、その第



























































上位に位置する「役割」は、「家庭」（図 5-①a）・「家事」（図 5-①b）・「性」（図 5-①d）と


















































































ものが図 9 である。 
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